
 

（
二
）
終
戦
時
に
お
け
る
地
図
等
の
焼
却
処
理
に
関
す
る
資
料 

 

（
五
）
兵
要
地
誌
に
関
す
る
資
料 

 

右
の
う
ち
、
そ
の
他
の
資
料
に
は
各
種
の
地
図
が
含
ま
れ
る
。
文
書
の
形
式
は
、

ガ
リ
版
、
タ
イ
プ
印
刷
、
活
版
刷
、
ペ
ン
書
、
鉛
筆
書
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
公
文
書

の
コ
ピ
ー
や
下
書
き
も
あ
り
、
総
数
約
七
十
点
に
及
ぶ
。
進
駐
軍
と
の
折
衝
に
関
す

る
資
料
に
は
英
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

（
六
）
そ
の
他
（
参
考
資
料
等
） 

 

（
四
）
戦
後
進
駐
軍
と
の
折
衝
に
関
す
る
資
料 

兵
要
地
理
資
料
集
録
（
渡
邊
正
氏
資
料
）
と
は
、
旧
陸
軍
參
謀
本
部
の
参
謀
で
元
陸

軍
少
佐
の
渡
邊
正
氏
が
保
存
さ
れ
て
い
る
終
戦
前
後
の
記
録
文
書
で
あ
り
、
内
容
は

次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

   

（
三
）
陸
地
測
量
部
組
織
の
処
理
と
内
務
省
地
理
調
査
所
の
設
立
に
関
す
る
資
料 

（
一
）
大
東
亜
戦
争
末
期
に
本
土
決
戦
に
備
え
て
計
画
実
施
さ
れ
た
兵
要
地
理
調

査
研
究
会
に
関
す
る
資
料 

一
．
兵
要
地
理
資
料
集
録
（
渡
邊
正
氏
資
料
）
に
つ
い
て 

総 

説 

金
窪
敏
知 

 

渡
邊
正
氏
は
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
五
月
か
ら
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十

月
終
戦
に
よ
る
復
員
ま
で
、
参
謀
本
部
陸
軍
参
謀
・
大
本
営
参
謀
陸
軍
少
佐
と
し
て
、

情
報
担
当
の
第
二
部
に
所
属
し
た
。
当
初
は
第
七
課
（
支
那
情
報
関
係
）、
次
い
で
第

六
課
（
米
英
情
報
関
係
）
に
お
い
て
勤
務
し
、
更
に
第
四
班
に
移
っ
て
、
情
報
に
関
す

る
総
合
情
勢
判
断
、
兵
要
地
誌
、
お
よ
び
陸
地
測
量
部
の
管
轄
を
担
当
し
た
。
氏
の

在
任
中
の
業
績
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
前
記
（
一
）
の
兵
要
地
理
調

査
研
究
会
の
発
案
お
よ
び
実
質
的
運
営
に
携
わ
り
、
陸
軍
と
地
理
学
者
と
の
交
流
、

連
携
の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
こ
と
、
第
二
に
、
終
戦
直
後
に
陸
地
測
量
部
を
陸
軍
か

ら
急
遽
内
務
省
に
移
管
し
、「
地
理
調
査
所
」
と
し
て
改
組
再
発
足
さ
せ
る
こ
と
を
発

案
し
、
上
司
に
対
す
る
意
見
具
申
な
ら
び
に
関
係
部
局
と
の
折
衝
に
積
極
的
に
携
わ

り
、
極
め
て
短
期
間
に
こ
れ
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 
前
記
の
よ
う
に
、
渡
邊
氏
資
料
は
多
岐
に
亙
る
が
、
必
ず
し
も
系
統
立
て
て
整
理

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
終
戦
時
の
混
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た

情
報
収
集
の
記
録
お
よ
び
成
果
の
散
逸
を
恐
れ
た
渡
邊
参
謀
が
、
密
か
に
個
人
的
に

保
管
さ
れ
て
い
た
資
料
で
あ
り
、
今
日
漸
く
公
開
に
踏
切
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
内
容
的
に
外
邦
図
と
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
外
邦
図
の
研
究
者

 

外
邦
図
研
究
会
に
よ
る
追
跡
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
陸
地
測
量
部
が

中
心
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
外
邦
図
は
、
戦
後
に
な
っ
て
主
と
し
て
資
源
科
学
研
究

所
、
東
京
帝
国
大
学
、
東
北
帝
国
大
学
（
何
れ
も
当
時
）
な
ど
に
搬
出
頒
布
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
九
月
当
時
、
参
謀
本
部
に
あ
っ
て
地
図
類
に
関
す
る
残
務

整
理
に
従
事
し
て
い
た
の
が
渡
邊
参
謀
で
あ
り
、
外
邦
図
搬
出
先
の
研
究
所
や
各
大

学
の
地
理
学
者
は
何
れ
も
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
に
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
た
。

参
謀
本
部
か
ら
の
地
図
搬
出
が
円
滑
に
行
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
参
謀
本
部
と

地
理
学
者
と
の
緊
密
な
人
的
交
流
、
特
に
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
の
存
在
が
あ
っ
た

故
と
理
解
さ
れ
る
。 
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に
と
っ
て
は
背
景
事
情
を
知
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
第
一
級
資
料
と
言
え
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
渡
邊
氏
資
料
の
う
ち
、
特
に
外
邦
図
研
究
者
の
参
考
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
資
料
を
、
約
二
十
点
選
別
し
、
解
説
を
付
し
て
作
成
し
た
の

が
こ
の
資
料
集
で
あ
る
。
編
集
に
携
わ
っ
た
一
員
と
し
て
、
こ
の
資
料
集
が
意
義
深

く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
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